
令和3年3月8日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

１：

８０％
未満 Ｄ 0

1

◇Ａ評価が１０．７％、
　　Ａ・Ｂ評価６６．２％であった。より
一層の評価を得られるよう、具体的な
取組を伝えていく必要がある。

○特別教室にも電子黒板が設置され
たことで、全教室でＩＣＴを活用できる
ようになった。ICT機器はほぼ毎日活
用されている。
〇人権週間と関連して、標語やポス
ター作成に取り組むとともに、全児童
が１人１鉢の植物栽培に取り組んだ。

▲感染症対策のため外国語活動や
接触を伴う体育、「おおたのものづく
り」を生かした体験的な活動等が思う
通りに行えなかった。制約がある中で
の教育活動の在り方を模索していく。
▲新たに導入されるタブレットパソコ
ンを有効活用するための教員研修を
充実させる。
▲児童1人1台のタブレットパソコンが
区から配備されるに伴い、運用と活用
方法を具体的に計画し、示していく。

Ａ 4

・コロナで１年が過ぎてしまいました。地域でも子供達また学
校とも疎遠になり、その中で校長先生のもと他の先生方も
子供達のために一生懸命に職務を果たしてくださり感謝を
します。コロナ禍の最中であることを考慮しますとよく努力を
されたと思います。改善策を最大限に活用してください。

・階段に英語のカードが貼ってあったり電子黒板を活用する
ようにしたり工夫していると思いました。外国語の授業は、
子供が楽しみにしています。今後、地域で英語力のある方
をゲストティーチャーとして活用するなど、地域と連携した取
り組みも期待しています。

・パソコンを使った授業にも慣れている様子が伺えます。
ICTの活用にあわせて情報倫理もしっかりと教育していただ
ければと思います。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：

８５％
以上

Ｂ 3

Ｃ 1

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

1

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

保護者向け「学校教育
アンケート」の「学校

は、ＩＣＴを活用した授業
や外国語活動などを通
して、社会変化に対応
できる子供の育成に努
めている。」に対する回
答でＡ・Ｂ評価（よく当て
はまる、やや当てはま

る）の割合

４：

９０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

3

◇Ａ評価が７１．５％
　　Ａ・Ｂ評価が９５．５％であった。今
後も人権尊重を重点とする豊かな心
の育成を推進する。

○メンタルヘルスチェック後に必要な
児童に面談を実施。さらに対応が必
要な児童についていじめ・不登校委
員会を開催し、対応策を協議した。
○毎月１回以上、特別支援委員会と
不登校・いじめ防止対策委員会を開
催し、個に応じた指導の在り方や不
登校・いじめ防止の対策について協
議した。
○ケガや病気、問題行動、いじめ等
の事案について、週１回の生活指導
夕会で情報を共有している。
○道徳教育推進教師による道徳授業
を実施した。

▲調査や聞き取りを有効活用する必
要がある。そのために、学年や対策
委員会で共有した情報を基に一貫性
のある指導や組織的な指導を推進す
るために、生活指導分科会を月１回
以上設けていく。

4

3

4

◇Ａ評価が３４．８％
　　Ａ・Ｂ評価が９０．２％であった。今
後も授業改善に直結する研修を充実
させる。

○教科学習発表後の授業アンケート
や自己申告に基づく授業観察、理科
指導専門員による指導、校内ＯＪＴ等
を活用し、学年、学級の授業改善を
図った。
○特別支援教育委員会、いじめ・不
登校対策委員会を毎月実施してい
る。また、巡回指導教員やスクールカ
ウンセラーと連携し、生活指導夕会等
で指導方法や工夫について情報共有
している。
〇情報担当主任と連携し、月１回以
上のICT研修を行い、教員の情報活
用能力を向上させることができた。

▲各種研究会や研究発表等がコロナ
禍で中止となったため、外部での研修
方法を工夫していく。

３：

８５％
以上

２：

８０％
以上

１：

８０％
未満

3

4

4

4

4

4

１：

８０％
未満

・道徳教育がとても充実しているように思いました。道徳教
育に力を入れていると感じました。朝の挨拶運動などコロナ
禍でも頑張っていました。礼儀正しい子供が多いと感じてい
ます。

・コロナ禍で室内にこもりがちにならないよう運動の機会を
しっかりと作っていただきたいと思います。児童の教育の最
優先は体力の向上と健康促進です。体育への指導や、運
動が苦手な子についての取組を増やしていってほしいで
す。

・コロナ禍での黙食など、食育について、よく指導されている
と思います。

・A評価が少ないのは、先生方の研究や研修の様子を保護
者がよく知らないことも一因ではないかと思います。授業公
開もなく、研究会も中止となっているという難しい状況でし
た。先生方の研究や研修の様子についても折に触れて紹
介していただけるとありがたいです。

3

3

・感染症対策のため授業ができていない部分があったり、
休業期間もあったりして、学習面の進捗状況にはやや不安
がありますが、現況では感染症対策を優先して努めてほし
いと思います。

◇Ａ評価が５９．０％
　　Ａ・Ｂ評価が９１．６％であった。今
後も個に応じた指導を充実させる。

○算数ステップ学習チェックシートを
通して、学習のつまずきを把握した
り、指導に生かしたりすることができ
た。
○算数の土曜補習を全教員が分担し
て年間６回実施した。
○授業改善推進プランを作成し、教
科ごとに説明会を開くことで共通理解
を深めることができた。
○本校独自の計算検定と漢字検定を
実施し、児童にめあてをもたせて取り
組ませることで、基礎学力の定着を促
した。

▲感染症対策を踏まえた個に応じた
指導の工夫改善に努める。
▲年度初めの職員会議で、前年度作
成した授業改善プランについて、教科
主任が説明する。教科部会で共通理
解すると共に、各学年で授業実践に
取り組む。

5

3

Ａ

Ｂ

0

Ｃ

Ｄ

4

3

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3

4

4

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

１：

８０％
未満

2

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4

3

２：

８０％
以上

１：

８０％
未満

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

３：

８５％
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

◇Ａ評価が２９．７％
　　Ａ・Ｂ評価が８８．１％であった。コ
ロナ禍での授業公開のあり方を検討
する必要がある。

〇ホームページを週１回以上更新し、
学習の様子を発信するとともに、在校
生限定ページを設け、毎月の学年便
り等を掲載することができた。
○地域教育連絡協議会を開催し、児
童の様子について情報交換すること
ができた。また学校行事の招待状を
配布し、児童や学校の様子を見てい
ただく機会を多く設定した。

▲学期ごとの学校公開がコロナ禍で
実施できなかった。今後、コロナ禍で
の授業公開のあり方を工夫していく必
要がある。
▲地域教育連絡協議会を２学期まで
学期１回開催することができたが、３
学期はコロナ禍で開催できなかった。
また、感染症対策で来賓の参加がで
きない学校行事が多くあったため、児
童や学校の様子を見ていただく機会
を工夫して増やしていく。

・PTAの課題でもありますが、家庭と地域の連携をもう少し
深められると良いなと思っています。今年度は授業公開、
学校行事が少なく、家庭、地域交流がほとんどできなかった
ので、やり方を工夫していく必要があると感じています。

・子供にも自助、共助、公助の教育三原則をお願いします。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

5

3

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な
っ

て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

3

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

学校関係者記入欄

5

3

令和２年度　大田区立池上小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

・未来社会を主体的、創造的、協働的に生きる児童の育成を目指す　　　　　　　　　　教育目標・・・・・「健康でねばり強い子」「よく考え工夫する子」「みんなのために働く子」
・児童数　６１８名（通常級　１９学級　特別支援学級　４学級）
・本年度の研究教科・研究主題　「思いや考えを伝え合い、学び合う児童の育成～国語科を通して」
・特色ある教育活動　詩集「いけがみ」の発行　一人一鉢栽培　地域清掃　業間体育の実施　異学年交流活動　特別支援学級との交流活動
　　　　　　　　　　　　　地域の人材、史跡、自然等の環境を生かした体験的な教育活動

児童向け「学校生活ア
ンケート」の「自分も友
達も大切にしている。」
に対する回答でＡ・Ｂ評
価（よく当てはまる、や
や当てはまる）の割合

保護者向け「学校教育
アンケート」の「学校

は、教育方針や日常の
教育活動などについ

て、分かりやすく伝えて
いる。」に対する回答で
Ａ・Ｂ評価（よく当てはま
る、やや当てはまる）の

割合

目標に対する成果指標

２：

８０％
以上

４：

９０％
以上

0

4

0

0

4

4

0

0

4

Ｂ

３：

８５％
以上

２：

８０％
以上

４：

９０％
以上

４：

９０％
以上

３：

８５％
以上

２：

８０％
以上

２：

８０％
以上

１：

８０％
未満

B

◇Ａ評価が６３．６％
　　Ａ・Ｂ評価が８８．８％であった。児
童がすすんで取り組んだと実感できる
内容を工夫する必要がある。
○「早寝・早起き・朝ごはん」の取組で
は毎日の健康チェックカードを活用し
て起床・就寝時間と、朝食のチェック
を保護者に記入していただき、毎日担
任が確認をした。
○食育については、会話を控える等
の感染症対策を踏まえた食事方法
や、手洗いの徹底等の衛生管理面の
指導を中心に行った。
〇校内体育部に感染症対策を踏まえ
た体育のモデル授業に取り組ませる
ことで、効果的な指導方法を全体に
普及させた。
▲感染症対策を踏まえた、全学年で
めあてをもって取り組める１校１取組
の運動を工夫していく。

1

保護者向け「学校教育
アンケート」の「学校
は、指導方法を工夫
し、わかりやすい授業

に努めている。」に対す
る回答でＡ・Ｂ評価（よく
当てはまる、やや当て

はまる）の割合

児童向け「学校生活ア
ンケート」の「体育や運
動にすすんで取り組ん
でいる。」に対する回答
でＡ・Ｂ評価（よく当ては
まる、やや当てはまる）

の割合

Ａ

0

児童向け「学校生活ア
ンケート」の「先生はグ
ループで話し合ったり、
タブレットや電子黒板を
使ったり、いろいろな方
法で教えてくれる。」に
対する回答でＡ・Ｂ評価
（よく当てはまる、やや
当てはまる）の割合

3

Ｃ

Ｄ

４：

９０％
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：

９０％
以上

Ｄ

３：

８５％
以上


